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1．はじめに  

 兵庫県南部地震のような L2 地震動に対し，橋

台と背面盛土を合わせた橋台部全体系の耐震性を

向上させるため，耐震性補強土橋台の研究開発が

進められている．本構造は，橋台背面のアプロー

チブロックをセメント安定処理するとともに,ジ

オテキスタイルを密に配置し，かつ橋台と連結す

ることにより橋台部構造の耐震性の向上と合理化

を図るものであり，九州新幹線高田工区において

各種の試験・計測等が行われている１）． 

本報告は，耐震性補強土橋台の現地試験で用い

たジオテキスタイルの気中での引張り剛性を把握

するために行った引張り試験結果について報告す

る． 

２．ジオテキスタイルの諸元 

引張試験に用いたジオテキスタイルの諸元を表－1に，

外観を図－1 に示す．試料は 30kN，60kN タイプのジオ

テキスタイルである． 

３．試験方法 

1）試料の作製 

  ジオテキスタイルの主方向糸(タテ糸)を 1本切り出し，

ひずみゲージを取り付けた．ジオテキスタイルは表面が

平滑なプラスチック系のものと異なり表面に凹凸のある繊

維系の素材である． 

ひずみゲージは，過去に村田・舘山が用いた方法２）を参考

にして，ジオテキスタイルの表面に軟質塩化ビニル製で厚

さ t =0.3mmのフィルムを約 400℃の温度で熱溶着し，フィ

ルムの表面にシアノクリレート系接着剤を用いて取り付け

ることとした． 

2）引張り強度試験方法 

  引張り強度試験の主な試験条件を表－2に示す．引張り強度試験は，RRR工法材料マニュアル３）に準拠し，

破断荷重およびひずみゲージが測定不能となるまでの荷重－ひずみ曲線を測定した． 

3）ひずみの測定方法 

  ひずみの測定は，①ひずみゲージからの出力値，②チャック間ひずみを基本とした．  
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試料区分 試料－A 
(30kNタイプ) 

試料－B 
(60kNタイプ)

主材料 ビニロン繊維 
被覆材料 ポリ塩化ビニル 
単位面積質量(g/m2) 200 320 
目合(mm×mm) 20×20 
設計基準破断強度(kN/m) 38 74 
製品保証値(kN/m) 31 59 

使用チャック 平行締め付け型 
（Airチャック）

雰囲気温度(℃) 25 
引張速度(%/min) 5.0 
試料長:チャック間隔(mm) 400 
試料の糸本数(本) 1 

5 （30kNタイプ）
試料本数 n(本) 

7 （60kNタイプ）

図－1 ジオテキスタイルの外観 

試料－A 試料－B 

表－1 ジオテキスタイルの諸元 

塩化ビニルフィルム 

ひずみゲージ 

接着剤 
ジオテキスタイル 

図－2 ひずみゲージ取り付けの模式図 

表－2 引張試験の主な試験条件３） 
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ただし，確認のために 1試料（試料-B）

のみ，③CCDカメラによる標点スキャ

ニング測定も行った．CCDカメラによ

る測定方法は，試料に 50mm間隔の標

点を取り付け CCD カメラで追尾しな

がら標点間の距離を測定し，ひずみを

測定するものである． 

４．試験結果の整理と考察 

60kNタイプの試験結果を幅1ｍ当た

りの引張り強度に換算し，引張り強度

とひずみの関係を整理した結果を図－

3 に示す．ひずみゲージとチャック間

ひずみのそれぞれのグループではバラ

ツキも大きくなく概ね同様の傾向とな

った．さらに CCD カメラによるひずみ

の測定値はチャック間ひずみの測定値と

同様の傾向と値を示していることがわか

る．ひずみゲージによるひずみの値は，

チャック間距離および CCD カメラによ

る値と大きな相違がある．ひずみゲージ

による測定方法は，取り付けたゲージ長

範囲の微少な部分のひずみを測定する方

法である．一方，チャック間ひずみ，CCD

カメラによるひずみの測定方法は，ひず

みゲージによる方法と比較し，大きな範

囲でひずみを直接的に測定する方法である．さらに塩化ビニルフィルム層よりもひずみゲージのベース材，

薄層ではあるが接着剤の層の方が，弾性係数が大きいため剛性の違いによる影響がでたものと推察される． 

 図－3の結果を線形近似したのが図－4である．ゲージによる伸び剛性は，チャック間に比べ 7.5倍程度と

なっている．ここで，試験橋台の計測用に敷設したジオテキスタイルのひずみ測定は，ひずみゲージが用い

られる．したがって，土中で測定されるひずみゲージの値をジオテキスタイルの直接的なひずみに較正する

ための係数として利用できる． 

５．おわりに 

 繊維製ジオテキスタイルのひずみ測定における測定精度の向上やバラツキを小さくさせるためには，塩化

ビニルフィルム取り付け作業における品質管理やひずみゲージの取り付け方法の改善など，検討すべき課題

が多い．また土中でのひずみ測定は，土とジオテキスタイルとの相互作用にも依存するので，今後も引き続

き検討していきたい． 
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図－３ 補強材の引張り試験結果（60kN タイプ） 
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図　　補強材引張り試験結果（ひずみｹﾞｰｼﾞ・チャック間ひずみの相関）：6ｔ用
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図－4 ひずみゲージ出力とチャック間ひずみの相関関係（60kN タイプ）

ひずみゲージ(線形近似)

チャック間ひずみ(線形近似)

ｙ＝84.812x ｙ＝11.213x

土木学会第58回年次学術講演会（平成15年9月）

-1110-

III-555


